
歴史的比較や国際比較を通して
流通ビジネスの未来を展望する。
教授　白 寅秀
担当科目 ▶ 流通特論

ペック   インス

私の専門分野は「流通論」です。スマートフォンの登場やECサイトの興隆によ

って、小売企業の姿や流通は大きく様変わりしました。近年は小売企業のデジ

タル・トランスフォーメーション（DX）やAI活用も話題。転換期を迎えている小

売企業がどのように対応し変革していくのかを、国際比較研究しております。

担当科目の「流通特論」では、日本の近代化・産業化を検証し、今後オンライン

とオフラインを統合したオムニチャネルはどのように進化するのかについて、学

生同士でテキストを輪読し、ディスカッションしてもらいます。本科目を通して、

グローバルかつ歴史的な視点で流通を理解し説明できる力、過去と現代の流

通イノベーションを比較し今後の流通の未来を展望する構想力を身につける

ことを目指しています。

大学院は、自らが解を求める場です。先行研究から学び、自己流の仮説を立

て、実証してみることで、学問の世界に寄与することができるでしょう。また経

営を俯瞰的・多面的に学び、どのような業界でもビジネスパーソンとして活躍

できる人材となって本大学院を巣立っていただきたいですね。

法的理論を根拠に
問題解決できる能力を涵養。
講師　山本 直毅
担当科目 ▶ 消費税法

私の専門分野は「租税法」です。税理士や会計士などの高度専門職を目指す

方はもちろん、企業経営を考えたい方にとっても租税法の知識は重要です。

何より大切なのは、いかなる考えに基づき現在の租税法が構築されているの

かを理解し、法的に筋道を立てて問題解決を図るスキルだと思います。なぜな

らこれからの時代、単純な会計や情報分析であればAIがやってくれるでしょう

し、誰が計算しても大きな差は生まれないからです。求められるのは、法的な

思考プロセスを経て結論を導き出せる人材です。そのため、私の担当科目で

は法的理論および判例研究に触れることで、法的三段論法を使った法独特

の技法を身につけてもらうことを意識して指導しています。

本研究科は、租税法だけでなく、民法・会社法をはじめとする法律系科目が豊

富に用意されています。また、「経営と法の融合」を理念として、ビジネスに不

可欠な経営理論と実践的能力を獲得するための多様な経営系科目も充実し

ています。目的意識の高い学生たちが集い、交流も盛んです。進学される方に

とっては、理想のキャリア実現に向かって学べる環境が整っています。

教員一覧 ■担当科目 ／ □研究テーマ

■経営学概論
□エクセレント・カンパニーにおけるガバナ
ンス（規律）とマネジメントの研究。

▲

井形 浩治

■財務会計特論
□英国の会社における会計制度。非財務
情報と財務情報との関係性を報告する
新たな会計報告制度。

▲

沖野 光二

■独占禁止法・競争政策
□主に日米の独占禁止法による垂直的
取引制限に対する規制について。

▲

栗城 利明

■民法Ⅲ（契約法）
□民法の基礎理論的な研究、
とりわけ契約に関する法理論の研究。

▲

黒田 尚樹

■組織間関係特論
□提携などの企業間関係と、知識の横展
開などの企業内拠点間関係の構築と
マネジメントに関する研究。

▲

高 瑞紅

■所得税法、法人税法
□租税法と私法との関係理論の研究。
租税法における税源配賦の理論と
評価規準に関する欧米比較法政策学
的研究。

▲

古賀 敬作

■経営史特論
□戦前期・戦時期日本の帝国的経済圏と
企業経営。

▲

兒玉 州平

■ソーシャル・ビジネス特論
□ソーシャル・ビジネス、協働に関する
研究。

▲

後藤 祐一

■監査特論
□組織形態に応じた監査機能の展開を
検討する。

▲

篠藤 涼子

■専門日本語表現
□アカデミック・ライティングの技法と
教授法に関する研究。

▲

辻 晶子

■サービスマネジメント特論
□製造業のサービス化とイノベーションに
関する研究。

▲

陳 俊甫

■経営管理特論
□経営管理とリーダーシップ、キャリアなど
組織行動について、理論・実証両面か
ら研究。

▲

戸田 信聡

■生産管理特論
□工場・企業間のシステム連携の問題
および半導体産業に関する研究。

▲

外山 明

■リーダーシップ特論
□質問紙調査や行動科学実験を用いた
産業・組織心理学的課題の把握と改
善に関するアクション・リサーチ。

▲

高原 龍二
■ビジネス法
□国際商事仲裁・訴訟とレークス・メルカ
トーリアの形成。フランス法、EU法。

▲

越智 幹仁

■組織行動心理学特論
□企業従業員の対人コミュニケーションと
職業性ストレスに関する心理学的研究。

▲

田中 健吾

■経営倫理
□倫理学、特に人間の尊厳、道徳感情、
刑罰、ハラスメントに関する研究。

▲

中村 信隆

■経営戦略特論Ⅱ、コンサルティング特論
□戦略、イノベーションを基点にベンチャー
企業の創造から成長そして再生を研究。

▲

吉野 忠男

■人的資源管理特論
□人的資源管理における企業の社会的
責任に関する労働CSR研究。

▲

矢野 良太

■経済学概論
□経済理論（ゲーム理論・組織の経済学）
に基づいた企業の組織構造や賃金形
態などの分析。

▲

村本 顕理

■消費税法
□納税者の権利保護の観点から、課税
物件の認識論、租税確定徴収手続を
研究。

▲

山本 直毅

■刑事法
□現代型犯罪の刑事規制に関する研究。

▲

四條 北斗

■会社法
□会社の開示制度や企業の価値に関す
る法的問題について研究。また、会社
のガバナンスや内部統制にも、興味を
持っている。

▲

池島 真策

■マーケティングリサーチ特論
□マーケティング・リサーチ手法の特性研
究と開発、他者予測と市場予測、他。

▲

芳賀 麻誉美

■民法Ⅱ（物権法）
□不動産証券化等を中心とした不動産
法及び信認関係における受認者の
義務。

▲

橋谷 聡一

■経営戦略特論Ⅰ
□ゲーム理論や契約理論を用いて現代
企業の分社化戦略を理論的実証的に
研究。

▲

林田 修

■ビジネス英語
□英国の作家D.H.ロレンスについて、他
者表象と文化研究の視点からの研究。

▲

福田 圭三

■組織デザイン特論
□ダイバーシティ・マネジメントにおけるイン
クルージョンの促進とその効果に関する
研究。

▲

船越 多枝

■流通特論
□流通企業のデジタル・トランスフォーメー
ションに関する研究。

▲

白 寅秀

■知的財産法
□知的財産法、特に商標法の諸問題に
関する研究。

▲

眞島 宏明

■マーケティング特論
□顧客志向を重視した持続可能なマーケ
ティングの取り組みやベストプラクティス
を理論的実証的に研究。

▲

マルチュケ ダービッド

■民法Ⅳ（損害賠償法）
□不法行為法。特に人身損害論及び監
督者責任、自然災害における安全確保
義務に関する研究。

▲

三木 千穂

■競争戦略特論
□企業の戦略・事業転換プロセスと競争
優位性の構築に関する研究。

▲

水野 未宙也

■経営組織特論
□専門職の人材マネジメントと
役割コンフリクトに関する研究。

▲
本間 利通

■行動ファイナンス特論
□証券市場における投資家行動に
関する実証研究。

▲

伊藤 正之

■経営学概論
□組織の長期的成長と停滞の研究。
組織の統治の研究。

▲

伊藤 博之

■経営倫理
□ヨーロッパ初期近代の哲学、数学の哲
学、アニメーションの哲学、スポーツの
哲学・倫理学、哲学プラクティスなど。

▲

稲岡 大志

■中小企業経営特論
□中小企業の存続と成長要因の研究。
アントレプレナーシップ研究。

▲

江島 由裕

■原価計算特論
□環境マネジメントを支援する原価計算。

▲

岡田 華奈

■企業分析特論
□企業統治や企業の社会的責任（ＣＳＲ）
を対象にした計量的実証研究。

▲

尾身 祐介

■民法Ⅰ（総則）
□現代型贈与契約とその法的規律に
関する研究。

▲

金井 憲一郎

■経営情報特論
□空間認識技術を用いた支援システムの
開発、環境分野における空間分布解析
に関する研究等。

▲

金井 猛徳

税理士法人GROWLEAD代表社員、
大阪中小企業診断士会副理事長
税理士、中小企業診断士
■中小企業診断特論、企業診断実習Ⅰ、
　税法研究指導

▲

石橋 研一
和歌山大学教授
■税法研究指導

▲

片山 直子

兵庫県立大学准教授
■税法研究指導

▲

濱田 洋

椙山女学園大学教授
■資産・事業承継税務、税法研究指導

▲

柴 由花
広島大学客員教授
■国際租税法、税法研究指導

▲

林 幸一

愛知大学法学部教授
愛知大学大学院法学研究科教授
■民事手続法

▲

吉垣 実

客員教授

■金融証券特論
□効率的な金融商品の設計やその望まし
い利用方法に関する理論的・実証的
研究。

▲

大森 孝造

（2025年度担当予定）

立命館大学法政基盤センター
客員研究員
■不動産証券化法務

▲

岸本 雄次郎

109 経営学研究科

大阪経済大学_大学院案内／P09-10




